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近年、私たちが接する情報は増加の一途をたどってい

ます。しかし、その中には重複情報が多く含まれてい

ます。この研究では、これらの重複情報を見つけ出し、

まとめることによって、コンパクトで使いやすい情報

重複情報を見つけ出すための要素技術として、

（１）木構造データを対象とする近似マッチング

の精緻化、高速化および（２）類似度に基づくアカデミックリンケージ：ウェブと論文データベースの対応づけまとめることによって、コンパクトで使いやすい情報

を提示するためのさまざまな技術を提案します。 データの索引付け技術を紹介します。

フォーマットを持たないテキ
ストをデータベースのレコー
ドに対応づける⼿法の開発と
実装

アカデミックリンケ ジ：ウェブと論文データベースの対応づけ

異なるソースからの情報を結びつけ、新しい価値を発
見するためのプラットフォーム構築を目指していま
す。
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¾似たデータを探す検索技術の研究

距離空間を対象にした類似検索木マッチングによる半構造リンケージ
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¾最大共通部分木を計算する近似アルゴリズムの改良

/子ノードの順序について入れ

あらかじめ指標とするオブジェクト
（Pivot）からの距離で空間を分割
し、距離の公理（三角不等式など）
を利用して検索処理の枝刈りする。

左の例ではS1の部分空間を除外で
きる。

オブジェクト 距離空間

¾似たデータを早く見つけるには、明らかに似てないデータを
なるべく多く除外する
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近似解 APX
→多項式時間

近似度保証 |APX| ≥α-1|OPT|

/子ノ ドの順序について入れ
替えを許す場合（順序なし
木） 最大共通部分木問題は

ＮＰ困難（効率的な計算が困
難）

☺近似度 1.5h の近似アルゴリ
ズムを開発（h は木の高さ）

¾順序なし木の編集距離に対する近似アルゴリズムの開発 きる。

¾絞り込み効果を上げるため、データの分布をもとに分類しやす
い境界をつくってあげる

分割マージンを最大化す
るようなPivotを選択
し、三角不等式による絞
り込み範囲を向上させ

¾順序なし木の編集距離に対する近似アルゴリズムの開発

¾テキスト情報を含む木構造の類似度モデルの提案と学習手法の開発
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9木構造の編集距離をベクトル空間における距
離尺度に近似変換（木構造データをベクトル
空間上の点にマッピング）

9 2(h+1)近似アルゴリズム

9マッピングは高速に計算が可能（ただし前処
理が必要）

9前処理が不可能な場合は乱択アルゴリズムが
利用できる
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り込み範囲を向上させ
た。

検索時間の短縮（距離計
算コストとディスクアク
セスコストの削減）に役
に立つ。

9高精度なリンケージ検出のためにはデー
タの性質を考慮したパラメータ設定が必
要Æ訓練データによる学習

9従来は記号ラベル（有限種類）しか扱え
なかったが、テキストラベルを含むモデ
ルも学習可能になった
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